
一人でもお気軽にどうぞ

                     

                     

                     

                     

                     

                     

守
山
探
検
隊
ま
ち
あ
る
き

�
日

Ｊ
Ｒ
新
守
山
駅
を
起
点
に
４
キ
ロ

                     

                     

バ
ザ
ー
や
模
擬
店
、人
形
劇
な
ど

�
日

上
志
段
味
中
屋
敷
の
勝
手
社
で

Ｇ
Ｏ
�
Ｇ
Ｏ
�
ア
タ
ッ
ク
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ

守
山
商
工
会
青
年
部
が
参
加
者
募
集
中

                     

マ
ス
タ
ー
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
事
に
」
と
の
こ
と

Ｃ
Ａ
Ｆ
É
　
Ｄ
Ｅ
　
Ｖ

Ｉ
Ｖ
Ａ
　
　
　
　
　
　

小
幡
千
代
田
一
〇
ノ
七

　
「
旅
に
出
て
　
想
う
地
元

の
　
う
ま
い
店
」
（
マ
ス
タ

ー
作
）
―
。
気
取
ら
ず
落
ち

着
い
た
雰
囲
気
の
中
、
名
古

屋
名
物
「
あ
ん
か
け
ス
パ
」

の
ほ
か
、
各
種
ド
リ
ン
ク
類

が
楽
し
め
る
喫
茶
店
。

　
あ
ん
か
け
ス
パ
の
ソ
ー
ス

は
五
日
間
じ
っ
く
り
煮
込
ん

だ
熟
成
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
、

あ
っ
さ
り
し
て
食
べ
飽
き
な

い
と
好
評
。
ま
た
麺
を
釜
揚

げ
し
て
お
り
、
「
釜
揚
げ
あ

ん
か
け
ス
パ
」
と
名
付
け
た

の
は
同
店
と
の
こ
と
。

　
具
だ
く
さ
ん
の
「
ス
ペ
シ

ャ
ル
ス
パ
」
（
九
百
円
）
を

は
じ
め
、
超
大
盛
り
「
マ
ン

モ
ス
ス
パ
」
や
期
間
限
定
メ

ニ
ュ
ー
な
ど
品
数
が
豊
富
。

ラ
ン
チ
は
「
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ス

パ
」
＋
コ
ー
ヒ
ー
が
九
百
円

と
、
値
打
ち
に
味
わ
え
る
。

　
「
一
人
で
も
お
気
軽
に
、

ご
ゆ
っ
く
り
ど
う
ぞ
」
と
、

マ
ス
タ
ー
の
志
智
幹
雄
さ
ん

�
�
。
五
月
十
八
日
（
金
）

ま
で
、
本
紙
を
持
参
し
た
人

に
は
自
慢
の
ス
パ
「
み
ら
か

ん
」

（
通

常

千

円
）
を
九
百
円
で

提
供
し
て
く
れ

る
。

　
月
曜
定
休
。
営

業
時
間
は
午
前
八

時
―
午
後
五
時

（
モ
ー
ニ
ン
グ
＝

午
前
八
時
―
同
十

時
半
、
ラ
ン
チ
＝

午
前
十
一
時
―
午

後

二

時
）
。

☎

（
７
９
３
）
６
３

５
９
。

　
応
募
い
た
だ
い
た
際
の
個

人
情
報
は
、
各
コ
ー
ナ
ー
掲

載
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
送
付
の
目

的
以
外
に
は
使
用
い
た
し
ま

せ
ん
。
ま
た
、
プ
レ
ゼ
ン
ト

は
中
日
新
聞
販
売
店
が
お
届

け
し
ま
す
。

　
お
な
じ
み
「
元
気
く
ん
・

ち
ゃ
ん
」
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

紙
面
に
登
場
し
て
く
れ
る
お

子
さ
ん
（
応
募
時
点
で
二
歳

未
満
の
方
が
対
象
）

を
引
き
続
き
募
集
し

て
い
ま
す
。
受
け
付

け
順
に
全
て
の
方
を
紹
介

し
、
記
念
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
も

あ
り
ま
す
の
で
奮
っ
て
参
加

く
だ
さ
い
。

　
応
募
は
郵
送
、
ま
た
は
メ

ー
ル
で
。
本
人
一
人
で
写
っ

て
い
る
写
真
（
返
却
は
い
た

し
ま
せ
ん
）
の
ほ
か
①
住
所

②
氏
名
・
ふ
り
が
な
③
性
別

④
生
年
月
日
⑤
保
護
者
名
⑥

メ
ッ
セ
ー
ジ
⑦
電
話
番
号
⑧

お
近
く
の
中
日
新
聞
販
売
店

名
を
書
き
添
え
て
、
〒
４
６

３
―
０
０
０
７
、
松
坂
町
三

五
二
、
守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー

ス
「
元
気
く
ん
・
ち
ゃ
ん
」

係
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
件
名

に
「元
気
く
ん
・
ち
ゃ
ん
」、

本
文
に
①
か
ら
⑧
、
写
真
デ

ー
タ
を
添
付
し
て
＝

ｍ―
ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
＠

ｄ
ｕ―
ｎ
ｅｔ．
ｎ
ｅ．ｊ
ｐ

（
携
帯
の
絵
文
字
は
使
用
不

可
で
す
）
＝
へ
。
画
質
に
よ

っ
て
は
掲
載
で
き
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

多
く
の
催
し
に
多
く
の
人
が
集
ま
る
「
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り
」

巡る場所の一つ「黒川樋門」

　
志
段
味
東
学
童
保
育
所
と
知

的
障
が
い
者
通
所
更
生
施
設
・

青
空
の
家
に
よ
る
「
ど
ん
ど
ん

ま
つ
り
」
が
二
十
日
（
日
）
午

前
十
時
半
―
午
後
一
時
半
、
勝

手
社
＝
上
志
段
味
中
屋
敷
一
四

六
五
ノ
二
＝
で
開
か
れ
る
。

　
両
施
設
が
運
営
費
集
め
の
た

め
、
地
域
の
協
力
を
得
な
が
ら

毎
年
催
し
て
い
る
も
の
。
日
用

品
や
リ
サ
イ
ク
ル
お
も
ち
ゃ
な

ど
バ
ザ
ー
の
ほ
か
、
焼
き
そ
ば

や
玉
せ
ん
、
く
じ
引
き
や
ス
ー

パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
と
い
っ
た

模
擬
店
が
並
ぶ
。

　
ま
た
、
人
形
劇
グ
ル
ー
プ

「
こ
む
す
び
」
が
登
場
し
、
昔

話
「
さ
る
か
に
合
戦
」
を
披

露
。
同
ま
つ
り
は
こ
と
し
三
十

回
目
を
迎
え
、
記
念
し
た
イ
ベ

ン
ト
ブ
ー
ス
も
設
け
ら
れ
る
。

　
「
地
域
の
発
展
と
と
も
に
、

に
ぎ
わ
い
も
増
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
」
と

関
係
ス
タ
ッ
フ
。
雨
天
決
行
。

問
い
合
わ
せ
は
志
段
味
東
学
童

保
育
所
＝
☎
（
７
３
６
）
７
７

７
２
（
午
前
十
一
時
―
午
後
五

時
）
＝
へ
。

　
歴
史
・
文
化
的
財
産
な
ど
区

の
魅
力
を
紹
介
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ら
守
山
探
検
隊
と
一
緒
に

〝
ま
ち
あ
る
き
〟
を
楽
し
む
イ

ベ
ン
ト
が
十
九
日
（
土
）
、
Ｊ

Ｒ
新
守
山
駅
＝
新
守
山
＝
を
集

合
場
所
に
し
て
催
さ
れ
る
。

　
今
回
は
瀬
古
西
、
明
治
の
産

業
遺
産
と
水
屋
を
訪
ね
る
コ
ー

ス
で
約
四
㌔
。
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
名
鉄
小
牧
線
跡
や
庄
内

用
水
元
杁
樋
門
、
矢
田
川
伏
越

ほ
か
を
巡
り
、
上
飯
田
駅
付
近

で
解
散
と
な
っ
て
い
る
。

　
参
加
無
料
、
事
前
申
し
込
み

不
要
。
午
前
九
時
半
―
二
時
間

程
度
、
同
九
時
―
受
け
付
け
。

一
般
対
象
（
小
学
三
年
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
）
、
定
員
六
十

人
。
動
き
や
す
い
服
装
と
履
き

慣
れ
た
靴
で
、
帽
子
や
水
筒
、

タ
オ
ル
な
ど
を
持
参
。

　
小
雨
決
行
、
延
期
な
し
。
開

催
の
有
無
は
当
日
午
前
八
時
以

降
、
名
古
屋
お
し
え
て
ダ
イ
ヤ

ル
＝
☎
（
９
５
３
）
７
５
８
４

＝
で
。
問
い
合
わ
せ
は
守
山
探

検
隊
実
行
委
員
会
事
務
局
（
区

役
所
地
域
力
推
進
室
）
＝
☎

（
７
９
６
）
４
５
２
４
＝
へ
。

　
◇
果
樹
の
花
展

　
�
日
（
日
）
ま
で
、
前
９
―

後
４
・
�
、
東
谷
山
フ
ル
ー
ツ

パ
ー
ク
☎
（
７
３
６
）
３
３
４

４
。
同
園
内
で
撮
影
さ
れ
た
果

樹
の
花
の
写
真
展
示
会
。
※
�

日
（
月
）
は
休
園
日
。
一
般
対

象
。
無
料

　
◇
道
草
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　
�
日
（
水
）
前
�
―
正
午
、

森
林
公
園
＝
尾
張
旭
市
新
居
五

一
八
二
ノ
一
＝
植
物
園
内
展
示

館
前
集
合
☎
０
５
６
１
（
�
）

１
５
５
１
。
花
や
虫
、
鳥
な
ど

を
観
察
し
な
が
ら
緑
の
中
を
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
。
一
般
対
象
。
当

日
受
け
付
け
。
無
料
（
た
だ

し
、
植
物
園
入
園
料
と
し
て
大

人
一
人
二
百
十
円
要
）

　
◇
お
は
な
し
会

　
�
日
（
木
）
後
４
―
４
・

�
、
�
日
・
�
日
（
土
）
後
２

・
�
―
３
、
守
山
図
書
館
☎

（
７
９
３
）
６
２
８
８
。
絵
本

や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
な

ど
。
幼
児
と
小
学
生
対
象
。
無

料　
◇
勉
強
・
宿
題
お
た
す
け
隊

　
�
日
・
�
日
（
金
）
後
５
・

�
―
７
、
守
山
児
童
館
☎
（
７

９
６
）
１
５
０
１
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
先
生
ら
〝
お
た
す
け

隊
〟
が
、
勉
強
や
宿
題
の
分
か

ら
な
い
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る

催
し
。
中
学
生
対
象
。
無
料

　
◇
名
古
屋
に
生
き
て
い
る
野

生
の
ニ
ホ
ン
リ
ス
に
あ
い
ま
せ

ん
か
？

　
�
日
・
�
日
（
土
）
前
９
・

�
―
後
１
・
�
、
東
谷
山
。
※

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
主

催
の
守
山
リ
ス
研
究
会
☎
（
７

９
５
）
２
６
１
６
へ
。
な
ご
や

環
境
大
学
共
育
講
座
催
し
の
一

つ
で
、
同
リ
ス
の
捕
獲
作
業
の

体
験
な
ど
。
一
般
対
象
、
定
員

三
十
人
（
十
五
組
）
。
参
加
費

（
家
族
で
）
八
百
円

　
◇
公
開
講
座
「
名
古
屋
の
歴

史
文
化
と
『
歴
史
文
化
基
本
構

想
』
」

　
�
日
（
水
）
後
１
・
�
―
３

・
�
（
後
１
開
場
）
、
守
山
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
☎
（
７
９

１
）
７
１
６
１
。
教
育
委
員
会

文
化
財
保
護
室
学
芸
員
が
、
守

山
区
の
歴
史
文
化
を
後
世
に
伝

え
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
な
ど

話
を
。
一
般
対
象
、
当
日
先
着

五
十
人
。
無
料

　
◇
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン

　
�
日
（
水
）
後
１
・
�
―

３
、
守
山
福
祉
会
館
☎
（
７
９

３
）
６
３
３
０
。
昔
懐
か
し
い

思
い
出
話
を
す
る
と
い
っ
た
回

想
法
の
内
容
で
、
脳
を
生
き
生

き
元
気
に
。
市
内
在
住
、
六
十

歳
以
上
の
人
対
象
。
無
料

　
◇
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
の
お
は
な

し
会

　
�
日
（
木
）
前
�
・
�
―
�

・
�
、
志
段
味
図
書
館
☎
（
７

３
６
）
６
９
０
７
。
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
、
わ
ら
べ
う
た
な

ど
。
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
対

象
。
無
料

　
◇
フ
リ
ー
ベ
ビ
マ
ビ
ク
ス

　
�
日
（
金
）
後
１
・
�
―
２

・
�
、
守
山
児
童
館
☎
（
７
９

６
）
１
５
０
１
。
申
し
込
み
不

要
で
参
加
で
き
る
ベ
ビ
ー
マ
ッ

サ
ー
ジ
と
マ
マ
ビ
ク
ス
。
首
が

据
わ
っ
た
生
後
三
―
九
カ
月
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
対
象
。

※
兄
弟
姉
妹
を
連
れ
て
の
参
加

・
入
室
は
不
可
、
参
加
者
が
多

い
場
合
は
入
場
制
限
も
あ
り
。

バ
ス
タ
オ
ル
持
参
。
無
料

　
◇
お
も
ち
ゃ
病
院

　
�
日
（
土
）
前
�
―
後
２
・

�
、
守
山
区
社
会
福
祉
協
議
会

☎
（
７
５
８
）
２
０
１
１
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
ど
ん

ぐ
り
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
壊
れ

た
お
も
ち
ゃ
の
修
理
。
一
般
対

象
、
小
さ
な
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス

と
お
も
ち
ゃ
あ
り
。
無
料
（
材

料
代
の
み
実
費
）

　
緑
樹
歌
会

　
　
　
　
　
　
岡
　
美
沙
子
選

ゴ
ミ
漁
る
カ
ラ
ス
憎
め
ど
け
ふ

ば
か
り
異
様
に
親
し
万
朶
の
花

に
　
　
　
　
　
　
山
口
　
広
子

へ

海
の
上
の
空
を
華
麗
に
し
な
や

か
に
鷹
舞
え
ど
や
は
り
山
谷
が

似
合
う
　
　
　
　
深
水
　
十
馬

鵯
が
ま
た
食
べ
て
ゆ
き
し
か
ベ

ラ
ン
ダ
の
万
両
の
赤
ひ
と
つ
だ

に
な
し
　
　
　
　
高
橋
　
正
幸

名
古
屋
城
の
御
殿
の
復
元
近
き

春
濠
の
白
鳥
巣
作
り
始
む

　
　
　
　
　
　
　
岩
田
佐
智
子

人
海
の
喧
騒
よ
そ
に
街
川
の
カ

ル
ガ
モ
一
家
丸
く
浮
寝
す

　
　
　
　
　
　
　
柴
崎
　
郁
子

野
を
わ
た
る
風
に
仰
げ
ば
中
空

を
野
鳥
列
な
す
何
処
へ
ゆ
く
や

　
　
　
　
　
　
　
中
村
不
早
子

あ
の
鵯
は
レ
タ
ス
が
と
て
も
お

気
に
入
り
菜
花
、
水
菜
に
見
向

き
も
し
な
い
　
　
森
　
　
勝
子

満
開
の
桜
の
枝
を
揺
ら
し
つ
つ

野
鳥
は
喜
々
と
さ
へ
づ
り
や
ま

ず
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
静
子

ひ
は

春
一
番
吹
き
荒
ぶ
と
き
鶸
二
つ

桧
の
洞
に
睡
る
が
に
あ
り
　
　

　
　
　
　
　
　
　
松
原
　
弘
子

は
る
つ
げ
う
を

店
先
に
春
告
魚
の
瞠
り
ゐ
て
そ

の
眼
力
に
思
は
ず
買
ひ
ぬ

　
　
　
　
　

　
菊
池
　
隆
子

年
な
が
く
宇
宙
論
に
ぞ
打
ち
込

み
き
ホ
ー
キ
ン
グ
博
士
重
篤
な

が
ら
　
　
　
　
　
加
藤
　
繁
子

お
の
の
戦
き
し
白
馬
を
ダ
・
ヴ
イ
ン
チ

さ

ん

ぱ

く

描
き
に
け
ん
逆
三
白
眼
の
般
若

の
さ
ま
に

（
「
ア
ン
ギ
ア
ー
リ
の
戦

い
」
展
）

　
　
　
　
　

　
岡
　
美
沙
子

　
守
山
商
工
会
青
年
部
（
水
野

宇
一
部
長
）
は
、
婚
活
イ
ベ
ン

ト
「
Ｇ
Ｏ
�
Ｇ
Ｏ
�
ア
タ
ッ
ク

Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ
」
を
六
月
十
六
日

（
土
）
午
後
五
時
半
―
同
八
時

半
、
オ
リ
コ
ー
ヒ
ー
上
志
段
味

店
＝
上
志
段
味
所
下
一
〇
四
三

ノ
一
＝
で
こ
と
し
も
開
催
。
参

加
者
を
募
集
し
て
い
る
。

　
男
女
の
出
会
い
を
サ
ポ
ー
ト

し
、
少
子
化
対
策
に
も
つ
な
げ

よ
う
と
す
る
も
の
で
、
守
山
区

役
所
が
後
援
。
若
手
商
工
業
者

ら
同
部
メ
ン
バ
ー
が
、
地
域
活

性
化
を
目
指
し
て
行
っ
て
い
る

活
動
の
一
つ
。

　
参
加
資
格
は
男
女
と
も
開
催

日
時
点
で
二
十
五
―
四
十
五

歳
、
独
身
（
結
婚
歴
、
子
ど
も

の
有
無
は
不
問
）
な
ど
の
ほ

か
、
男
性
の
み
守
山
区
在
住
ま

た
は
在
勤
の
人
と
な
っ
て
い

る
。

　
申
し
込
み
は
、
専
用
サ
イ
ト

＝

ｈｔｔ
ｐ：
／
／
ｗ
ｗ
ｗ．
ｇ
ｏ
ｇ
ｏ―

ｍ
ｏ
ｒｉ
ｙ
ａ
ｍ
ａ．
ｃ
ｏ
ｍ
／
＝
で
。

三
十
一
日
（
木
）
ま
で
受
け
付

け
て
お
り
、
後
日
案
内
が
送
付

さ
れ
る
。

　
参
加
費
は
男
性
四
千
円
、
女

性
二
千
円
。
と
も
に
十
五
人
ず

つ
計
三
十
人
、
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
。
問
い
合
わ
せ
は

守
山
商
工
会
＝
☎
（
７
９
１
）

２
５
０
０
＝
へ
。

〔２〕２０１８年（平成３０年）５月１２日（土曜日）

                     

                                                                                    

                                                                                    

                     


